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はしがき 
 
 本書の目的は、医療経済・政策学の視点から、以下の３つを行うことです。第１は小泉

・安倍政権の７年間の医療改革の特徴と帰結を包括的かつ複眼的に検討すること、第２は

日本の医療満足度と医療費についてのさまざまな常識のウソを根拠に基づいて批判するこ

と、第３は私自身のよりよい医療制度をめざした改革案とそれへの「希望の芽」を示すこ

とです。全体は５章からなります。 
 第１章は本書全体の序章かつ総括です。第１節では、世界の中の日本医療の特徴を明ら

かにするために、前半で小泉・安倍政権の医療改革の概括的評価を行い、後半では世界の

中の日本医療の質の評価を客観的評価と主観的評価に分けて検討します。小泉政権の５年

半、新自由主義的医療改革の是非をめぐって政権内外で激しい論争が続けられましたが、

最終的にそれの本格実施は挫折しました。他面、伝統的な医療費抑制政策はさらに強化さ

れ、日本は主要先進国（Ｇ７）中医療費水準は最低だが、患者負担割合は最高という大変

歪んだ医療保障制度を持つ国になってしまいました。安倍政権は、大枠では小泉政権の政

策を引き継いでいるものの、それの部分的見直しも行っています。 
 第１章第２節では、日本医療の質を向上させるためには公的医療費の総枠拡大（主財源

は社会保険料の引き上げ）が不可欠であるが、国民の医療不信を考慮すると、そのために

は医療者の自己改革と制度の部分改革が必要なことを指摘します。第３節では、特に２０

０７年に入って生じている医療改革の希望の芽を、具体的に指摘します。それらは、①最

近の医療制度改革の肯定面と専門職団体の自己規律の強化、②マスコミの医療問題の報道

姿勢の変化、③安倍政権による小泉政権時代の過度な医療・福祉費抑制政策の部分的見直

しの３つです。 
 第２章では後期小泉政権の医療改革（２００４～２００６年）を包括的に検討します。

第１節では２００４年後半に行われた混合診療解禁論争とその帰結を、第２節では２００

４・２００６年の診療報酬改革の特徴を、第３節では２００５年９月の郵政選挙で小泉自

民党が圧勝する前後の医療改革案の特徴を、第４節では２００６年に成立した医療制度改

革関連法とそれの一環である療養病床再編・削減方針の特徴と今後の見通しを、検討しま

す。 
 第３章では、安倍政権の１年間の医療政策を複眼的に検討します。第１節は安倍政権発

足直後に行った医療政策の方向の予測で、第２節はそれの検証です。第３節では安倍政権

が閣議決定した「経済財政改革のための基本方針２００７」と「規制改革推進のための３

か年計画」を 、第４節では厚生労働省「医療政策の経緯、現状及び今後の課題について」

を、複眼的に検討します。 
 第４章では、医療制度改革関連法と２００５年介護保険法改正が医療ソーシャルワーカ

ー（ＭＳＷ）と認知症ケアビジネスに与える影響を検討し、有能なＭＳＷ養成のための社

会福祉教育の新しい課題と認知症ケアのビジネスモデルを考える上での留意点について問

題提起します。後者では、「コムスン処分」の意味も示します。 
 第５章は、一般市民だけでなく、研究者や医療関係者にも蔓延している日本の医療満足

度と医療費についての常識のウソを多面的に検討します。第１節は医療満足度の国際比較

調査を行った１２論文の包括的な文献学的研究であり、第２節では医療費についての各種



 

 

の常識のウソとトンデモ数字を批判します。 
 小泉政権が史上最大の診療報酬引き下げを強行し、医療制度改革関連法を成立させた２

００６年から、救急医療や小児科・産科医療を中心として医療危機・医療崩壊が大きな社

会問題になっており、医師・医療関係者の閉塞感や絶望感がますます強まっています。し

かし、第１章第３節で詳述したように、２００７年からは従来にはなかった医療改革の希

望の芽も生まれており、この好機を生かせば今世紀に入って初めて、よりよい医療制度を

めざした改革が実現する可能性が出てきました。これが本書のメッセージであり、副題を

「危機から希望へ」としました。 
 ７月参議院選挙での安倍自民党の惨敗と９月の安倍政権崩壊・福田政権の誕生により、

希望の芽がさらに大きくなった、と私は判断しています。 
 
２００７年９月 

二木 立 



 

 

あとがき 
 
 本書には、『医療改革と病院』（勁草書房,2004）出版以降の約３年半に発表した主要論

文を収録しました。第１章の本体は１講演録と１論文を統合した上で大幅に加筆しました

が、第１章の補論と第２～５章に収録した３０論文は、「歴史の証言」として、そのまま

収録し、【補注】で元論文の記述の誤りの訂正と最小限の加筆を行いました。ただし、『医

療経済・政策学の視点と研究方法』（勁草書房,2006）と『介護保険制度の総合的研究』（勁

草書房,2007）に収録済みの論文は除きました。 
 大変幸いなことに、３年前に『文化連情報』（発行・日本文化農業協同組合連合会）に、

「二木教授の医療時評」という連載枠を作っていただき、ほぼ毎月、論文を掲載しました

（２００４年１０月号～２００７年１０月号に合計４８論文）。本書に収録した全３２論

文（第１章本体の元論文と講演録を含む）のうち２３論文が「医療時評」に最初に掲載し

たものです。毎月「医療時評」を書き続けるのは決して楽ではありませんでしたが、結果

的には、時々に発表・決定される医療改革（案）や医療費のトンデモ数字等を継続的に検

討することができました。その結果、本書は、この間の医療改革の包括的な「生きた」研

究、あるいは政府・厚生労働省による公式の解説や通史には欠落している重要な事実や視

点を多数含んだ「もう１つの医療政策史」になったと自負しています。ただし、２００６

年以降大きな社会問題になっている医師不足の医療経済・政策学的分析は行えませんでし

た。本書出版後すぐに取り組みたいたいと思います。 
 本書第１章第２節では、『２１世紀初頭の医療と介護』（勁草書房,2001）と『医療改革

と病院』に続いて私自身の医療改革案を提案するとともに、第１章第３節で、それが単な

る夢物語ではなく、２００７年に入って医療改革の「希望の芽」が生じていることを具体

的に示しました。この部分は２００７年４月７日に開かれた日本医学会総会シンポジウム

「世界の医療と日本の医療」の「基調講演」で、「医師が自信と希望を持って医療を実現

できるようになる」（司会の堤修三大阪大学教授の言葉）ことを目的にして初めて述べた

ことをまとめました。これが、過酷な医療費抑制政策の下で閉塞感・絶望感にとらわれて

いる医師・医療関係者を激励し、よりよい医療制度をめざした改革に立ち上がる一助にな

ることを願っています。 
 実は、私は２００７年７月に「還暦」を迎え、本書は６０代最初の著書になります。た

だし、還暦になって変わったことは映画がシニア料金（１０００円！）で観られるように

なったことくらいです。幸い健康状態はおおむね良好ですので、今後も前向きに研究に精

進したいと思っています。 
 なお、私は２００５年１月から、毎月１日に、メールマガジン「二木立の医療経済・政

策学関連ニューズレター」を配信しています。これは、①最新の拙論、②医療経済・政策

学関連の最新の洋書や英語論文の紹介・抄訳、③私の好きな名言・警句の紹介の３本柱で、

①には紙数の制約のため本書には収録できなかった拙論もすべて掲載しています。これの

バックナンバーは、いのちとくらし非営利・協同研究所のホームページ

(http://www.inhcc.org/jp/research/news/niki/)上に転載されていますので、お読み下さい。こ

れの配信は少なくとも、日本福祉大学の定年（６５歳）まであと５年間は継続しようと思

っています。 



 

 

 最後に、今回も原稿が遅れたにもかかわらず超特急で出版作業をしていただいた勁草書

房編集部の橋本晶子さん、および「医療時評」欄をご提供いただいた『文化連情報』編集

長高杉進さんに感謝します。 
 
２００７年９月 

二木 立 


